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それまでも…（ヘブル10:11-14）
　
先ほど、長老さんの祈りの中にもありましたが、今、世界中、あらゆるところで戦争が起きているし、また、起きようとしているときです。また、自然災害や様々な理由による災難が絶えない時代を、今、私たちは生きています。その中で敬勢的に豊かな国であるから問題がないかというとそうではなく、今までになかったおかしな問題が起きているし、麻薬やいろいろな中毒の人が増加している一方です。そして、社会犯罪というものが特別な人によるものではなくて、一般化している時代でもあります。その中で幸せに平安に暮らすべき家庭は崩壊しつつあるし、このようなことがすべて作用して、ひとりひとり個人が答えがないままさまよっているときを、今、私たちは生きています。このときに、今の個の時代を生かして、また人々を助けて生かしなさいということで、神様はクリスチャンである私たちを、教会を召されたと信じています。残念ながら、それにもかかわらずクリスチャンの私たちが、それに対してまったく自信がない、確信を持つことができていません。その結果、興味も関心もあまり持っていないという悲しい現実でもあります。

なぜかと言いますと、いろいろな理由があるでしょうが、何かに足が止められて後ろ髪を引かれているような感じがないわけではないと思います。クリスチャンしかこの問題に対して、答えを与えることができる者はいません。そして、クリスチャンができることです。その祝福を、今、ここで礼拝をささげている皆さんひとりひとりに神様が与えられたという確信をぜひ回復していただきたいと思います。しかし、なぜそれがそのようにいかないのか。どこで詰まっているのか。いろいろな理由の中の一つが何かというと、自分の弱さや罪というものを正しく解消していないからではないかという思いです。ですから、クリスチャンとしてこの世のために、また、さまよっているひとりひとりの魂のために、本当に必要な存在、役に立つ人生を生きていくために、ぜひ今日はっきりとしないといけないことがあります。それが何かと言いますと、まず、神様はキリストを通して、私のすべての罪を許されたという確信です。その確認です。
世の中では、自分が犯した罪や過ちなどに対して負い目を感じて、良心の貨車買うなどを抱えることが人間らしいという評価があります。そうではなく、罪を犯したのに、悪いことをしているのに知らんぷりをし「分からないよ」と言うこともおかしいでしょうが、良心の呵責をデリケートに抱えて、負い目を背負って生きるということも、人生の勝利のために役に立つ望ましいことではありません。しかし、世の中では、その二つの中の一つしか方法がありません。クリスチャンはそれに引っかかっていてはいけません。クリスチャンとしてこの世に向かって突き進むべきなのに、挑戦すべきなのに、それがどこかで足が止められている理由が、もしかしてこれであれば、これは悔しいことであるし、きちんとクリアしなければいけません。私たちが考えているようなことではありません。神様はキリストを通して、どんな罪であってもすべての罪をもうすでに許されました。私たちには、過去の様々な過ちや罪があると思います。その中で、この罪だけは許されていないだろう、簡単にクリアされるものではないと勝手に思う場合があります。それで、自分なりに大きな罪、小さい罪と言っているのですが、神様がご覧になったときには、大きい、小さいというのはありません。皆同じです。どんな罪でもその罪は、結局は裁かれて地獄に行くしかない、滅びの運命に捕らわれるしかない内容です。それぞれ今までの過去の中でいろいろなことがあったと思います。その中で、もしクリスチャンなのに、これだけはという後ろめたさなどをもって引っかかっている、まだまだそこから自由になっていない部分があるとすれば、それが私たちがクリスチャンとして勝利の道を歩むことを邪魔する内容かもしれません。今日、ぜひ約束として握って、自由になって帰っていただきたいと思います。神様はキリストを通して、自分のすべての罪をすでに許されました。ダビデは他の人の奥さんを奪って自分の妻にして、それをごまかすためにその旦那さんを戦場に送り出して殺したことがあります。それでいいかという話ではありません。だから、人に嘘をついたということは許されるだろうと思うのでしょうが、ダビデのような凶悪な罪、犯罪はそう簡単に許されるわけではないと思っているかもしれません。世の中では、そういう概念です。しかし、神様はキリストを通して、それまでも許されました。違いますか。私たちの気持ちや自分のレベルではなくて、キリストに目を留めてください。そのためにキリストが十字架で血を流されて、贖いのいけにえとなられました。それも許されるために。つまり、キリストの十字架の前で、許されることのできない罪などは一切ありません。ぜひ覚えていてください。
皆さん、覚えていらっしゃるでしょう。イエス様が十字架で死なれるときに、片側に強盗の罪人が一緒に十字架にかかっていました。その人の罪の詳細はよく分かりません。でも、十字架の刑になるというのは、よほど凶悪な犯罪でなければ十字架の刑に行きません。だから、ものすごく凶悪な犯罪者だったと推測できます。だから、その凶悪な犯罪者許されないのかといいますと、皆さん、ご存知ではないでしょうか。それまでもイエス・キリストは許されました。神様は、キリストの十字架を通して、その罪でさえ許されました。ダビデは自分の罪のことを覚えるときに、ここまで告白しました。「私は、母の胎にいるときに罪人だった。母が、罪の中で私を身ごもって私を産んだ」。その罪も許されます。何が引っかかるのでしょうか。何に私たちは無意識的に後ろめたさを感じて、それにずっと捕らわれているのでしょうか。クリスチャンとして神様の契約に向かって突き進むことを邪魔する、足を止めるようなことが私たちにあってはいけません。それなのに、私たちはついついそれに捕らわれてしまうのではないでしょうか。イエス様の目の前で「あなたのために私はこのいのちも惜しまずにささげます」と叫んでいたペテロが、イエス様のことを呪いながら三度も否定しました。そんな罪があるでしょうか。だから、他の罪は許されても、その罪だけは許されることはできないということだったのでしょうか。イエス・キリストは、そのペテロも許されました。私たちが、大きさを決めることではありません。神様は、キリストにあって自分のすべての罪を許されました。まず過去にあったどんなことでもキリストにあってすべてが許されています。何もそれに捕らわれるようなことはありません。
それから、今現在も私たちは弱さを抱えて、様々な過ちを犯しています。それでよいというわけではないし、それを勧めるわけでもありません。しかし、はっきりしておかなければいけないのは、今現在もパウロのように、この死の体から罪が私を引っぱって行くのだと言うほどの弱さや様々な罪に捕らわれていました。それにもかかわらず、パウロはそれが許されていなかったのでしょうか。パウロはそこですぐさまその間に何かのプロセスなどは一切ありません。この死の体から、こんな罪人を、こんな弱い、こんなでたらめな私をどうしようと悩んでいたときに、即座でキリストイエスにあって、もう罪に定められることはありません。死と罪の原理から解放されている。それまでも許されているのです。今現在、私たちにある様々な弱さ、汚れたこと、それもすべてきよめられて許されています。それがキリストにある神様のお許しというものです。そのことを現すために、今日の聖書の箇所にこのように書かれているのです。キリストは、一つのささげ物によって、永遠に救いを全うされたと。もう二度とイエス・キリストが十字架にかけられて血を流される理由など、一切ありません。言い換えますと、イエス・キリストが十字架で血を流されたその瞬間、すべてを完了したと宣言された、過去、現在、未来に犯してしまうような罪でさえも、すべて許されてきよめられたということです。イエス・キリストの十字架の威力を私たちのレベルで制限してはいけません。今現在の弱さ、私たちの罪、私たちの汚れなども、とっくに許されています。
それから、私たちに、これからある未来、そこでも皆さんがクリスチャンなので、完璧に何の罪も過ちも犯さないで生きていけば幸いでしょうが、そんなことはありえません。これからも罪を犯さないようにしないといけません。その方法も世の中で考えていることとは、また違います。しかし、私たちは天国に行くまでは罪を犯す可能性があるし、弱さによって倒れる可能性もあるし、また、過ちを犯す、失敗をしでかす可能性が十分あります。それにもかかわらず、まだ犯してもいない、これから犯すだろうという過ち、罪でさえ許されています。信じますか。「だから、もう自由に罪を犯してもいいな」という発想はおかしいです。これが分かればわかるほど謹んで神様が望まれることに目を注いでと言うことになるので、どんどん罪から離れることになるでしょう。しかし、私たちは罪から完璧に離れることはできません。そのすべてをご存知の上で、イエス・キリストが十字架の上でそれまでも含めて、すべてを完了したとおっしゃっているのです。これから犯すだろうという罪のために、イエス・キリストがもう一度十字架にかけられるようなことはありません。そのときにもう終わりました。ある意味、罪を犯さない完ぺきな者として生きていこうという考えも、少し考えないといけません。クリスチャンの中で完璧主義者がいますが、完璧でないということに対して、ものすごく不安を抱える場合があります。それは福音が何かわかっていないからです。元々、完璧になることもできないし、完璧にやらないからそれを不安に感じるということもおかしいです。不安にならないように。罪に対してゆるくなるという意味ではありません。しかし、もしかして罪を犯したらどうなるのだろう。何か過ちがあったらどうなるのだろうという不安を抱えるということは不信仰です。未来に対する不安などを持つ必要ありません。なぜでしょうか。何かによって罪や過ちを犯した場合に、それまでも許されているのです。今日のメッセージのタイトルが、「それまでも」になっています。それがキリストによる神様の救いの祝福、神様の許しの秘密です。それをぜひ覚えていてください。つまり、「罪などどうでもいい」というおかしな話ではなく、罪と弱さと失敗と過ちに捕らわれてはいけないということです。それが皆さんの心を後ろに引っ張って、足を止めるような材料になるよう許してはいけません。あったとしても。そのようなことをまず覚えていただきたいと思います。「主の祈り」の中にもあるでしょう。罪を犯さないように祈って、その次が何でしょうか。もし罪を犯して、罪に倒れた場合には、悪より救い出してください。そこに溺れていないで早く出るようにと。なぜでしょうか。神様はその罪でさえ許していらっしゃるからです。どんな罪、どんな過ちでも、許されていないものはありません。また、許されることのできない内容は存在しません。キリスト、イエスの十字架にあって。そのことを覚えて、何があったか分かりませんが、一切それに捕らわれていてはいけません。それが皆さんの前向きの気持ち、契約に向かって突き進む信仰の気持ちを邪魔するように許してはいけません。それは罪が大きいからではなくて、皆さんの不信仰の問題です。もう一度、キリストが十字架の上で、すべてを完了したということを心に留めていただきたいと思います。ですから、過ちや罪などがあったときに、過去のものであれ、これから起こることであれ、今現在、進行形であれ、いつも私たちはその罪や弱さに目を留めるのではなく、イエスがすべてを完了したと宣言される十字架のイエスがキリストであればという質問の方に走らなければいけません。イエスがキリストであれば、それまでも許されているのではないか。イエスがキリストであれば、今、死の体と悩んでいたこれも私を害することができないし、死と罪の原理から解放されているし、もう二度と罪に定められることはないのではないか。この罪と弱さを言い訳にしたり、文句にしたりする理由にはならないのではないか。いつも私たちはイエスがキリストであれば、もしイエスがキリストならば、この質問に立たないといけません。

それでもう一度申し上げます。罪と弱さと過ちと失敗などに一切捕らわれることがないようにしましょう。皆さんの気持ちがそれによって止められ様なことがないように、むしろそこでキリストをもう一度確認し、キリストをもう一度告白する材料にしてください。それから、なぜなのかと言いますと、そういった弱さや罪があるにもかかわらず、それと全く関係なく、絶対に変わることのない祝福のものである自分を見失わないためです。過去、私たちにいろいろなことがありました。今現在もいろいろな弱さがあるかもしれません。これからも過ちを犯す可能性もあるかもしれません。それと一切関係なく、もう一度言います。一切関係なく、そういうことがあるにもかかわらず全く変わらない祝福の存在、自分を見失ってはいけません。それなのに、私たちはつい過去の自分の弱さによって、今現在ある自分にある問題や様々な過ちなどを通して、そこが見えなくなります。そこが見えなくなります。そういうことがあるにもかかわらず、変わることはありません。自分は以前とキリスト、イエスにあって祝福のものです。自分はヨハネ5：24に書いてあるように、過去にどんな罪あろうが、今現在どんな弱さを抱えていようが、これからどんな過ちを犯そうが、私は死からいのちに移っている者であり、先ほども申し上げましたように、ローマ8：1-2にあるように、もう二度と罪に定められることがない、死と罪の原理から永遠に解放されている者であるし、Ⅰコリント3：16にあるように、聖霊が宿っている、新しいいのちが宿っている神の神殿と呼ばれることには変わりはないし間違いありません。皆さんが過去にものすごい罪を犯した人間であっても、一般的には負い目を感じて一生、償いのために頑張るようなことがあっても関係なく、私は神の神殿と呼ばれる尊い存在であるし、ヨハネ1：12に書いてあるように、神の子どもになる特権をいただいている者であるし、エペソ1：3に書いてあるように、天と地のすべての祝福をいただいている者には変わりはありません。そこを損してはいけません。皆さんの弱さと犯してしまった罪と自分の存在とを比例して考える宗教を全部、捨ててください。神様はそれまでも許されたので、その罪があるにもかかわらず、私は変わることなく天と地の祝福をいただいている自分を見失ってはいけません。イエス様とニコデモとの会話の中に出てくることが、ヨハネ3：3、新しく生まれなければ神の国を見ることはできません。この死の体からどうすればいいのか悩んでいた私でも、私は新しく生まれた者です。それと一切関係なく、その死の体というような人間の弱さと罪の力と自分の過ちなどによって自分が新しく生まれた幸いな者だということを奪われてはいけません。それがそれを隠すことができるものではありません。それにもかかわらず、関係なく、私は変わりなく新しく生まれた者であり、Ⅱコリント5：17に書いてあるように、以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくなった、新しい被造物です。いつでしょうか。イエス様の隣で、凶悪な犯罪を犯して、それを整理するまもなく死んでいく強盗でさえ、それにもかかわらず私はイエスによって新しく生まれた者であり、古い者は過ぎ去り、私は神の子どもであり、新しい被造-物だと告白できるようにならないといけません。その自分を見失わないようにしなければなりません。ここがクリスチャンが自信が持てない理由の一つではないでしょうか。そのような過ちがあるのも関わらず、一切関係なく、ローマ8：28に書いてあるように、すべてを働かせて益となる存在であるし、ローマ8：39に書いてあるように、どんな被造物もキリスト、イエスにある神の愛から私を切り離すことができない祝福のものです。誰がでしょうか。死の体と悩んでいたパウロ自身が、皆さん自身がです。神様が心を痛められるのは、弱さを抱えて過ちを犯すことではありません。そのことによってキリストの血を流して新しく作り変えられたのです。絶対に変わることのない永遠なる祝福の存在である自分を見失うこと、それが神様の悲しみです。ですから、だまされないようにしましょう。自分の犯した罪、過去、現在、未来のどんなことであれ、自分の弱さ、でたらめさなどによって、キリストにある新しい祝福の自分を見失うことがないようにしてください。これこそが信仰です。これこそが戦いです。過去、大変な罪を犯してしまった。一般的に考えると、後ろめたさによって、負い目を背負って生きるしかないことがあったにもかかわらず、関係なく、私は今現在これからもずっと天の御国の国籍をいただいている神の民です。それに変わりありません。それを見失ってはいけません。それが私たちの戦いです。これを全部、総合して見ると、この死の体と悩んでいる人間であっても一切関係なく、Ⅰペテロ2：9-10にあるように、王である祭司と呼ばれる、神の所有と呼ばれる祝福の存在であることには変わりがありません。なぜ自分の弱さに、なぜ自分の罪によって、なぜ自分の過ちによって、この祝福の自分を見失ってしまうのでしょうか。そういうことがないようにしてください。そのためにぜひ今日の聖書の箇所を握って、神様はキリストを通して、自分の過去、現在、未来にまで、すべての罪を全部許された、許されていない罪などは私に存在しません。だから、そういうことに一切引っかからず、常にキリストにある新しく作り変えられた祝福の存在である自分と向き合って、その自分を見失うことがないようにしようという信仰に立って、ぜひ戦っていただきたいと願います。

なぜでしょうか。最終的な理由です。なぜ祝福の自分を見失ってはいけないのか。そのために罪のことを正しく処理して、早く切り離さないといけません。本当の理由は最後です。私たちクリスチャンに与えられている新しい人生の理由、絶対的な人生の理由から目を離さないためです。つまり、クリスチャンの勝利は、何があろうが自分自身に与えられている新しい人生の理由、しかもそれは絶対的なのです。その人生の理由から目を離さなければ、その人は必ず勝利します。それが神様が望まれることです。ついつい良心的な人、道徳的な人などの特徴は、それに引っかかる何かがあるたびに、この絶対的な理由が絶対的でなくなってしまい、ついつい目を離してしまうのです。そこを正さないといけません。皆さんが周りから白い目で見られるような大変なミスを犯してしまったとしましょう。イエスがキリストだと信じる者であれば、それも許されていること、周りから許されなくても自分の内側でも確信を持たないといけません。それにもかかわらず、私は祝福の神の子どもだという自分をしっかりと取り戻して握っていないといけません。だから、白い目で見られるミスを犯したにもかかわらず、私は福音宣教のために生きる。その生きる理由から目を離すことはありません。地獄のどん底のようなところに落ちたとしても、ここから目を離すことはしません。これがクリスチャンの勝利です。

絶対的な人生の理由は何でしょうか。皆さんがどんな弱さを抱えていようが、どんな問題があろうが一切関係ありません。神様はすべてご存知です。それが一切皆さんに問題にならないように十字架で血を流されてすべてを完了したと宣言していらっしゃいます。そこに捕らわれないように。祝福の新しい自分と向き合うようにしましょう。常に関係なく。その罪がどうにかなって、その状態がどうにか変わってではなく、その瞬間、関係なく「私は幸いな者だ。私は神の子どもだ。私は絶対に罪に定められることがない。網地獄に行く運命は終わった。今日死んでも天国に迎え入れられるようになっている者だ。聖霊を通して神がいつでもともにおられ、弱い自分とは関係ない祝福の自分なのだ。逆に弱さが誇りになるような者に変えられている」。そのような自分と常に向き合わないといけません。だから、他の何かを気にせずに、他の何かに捕らわれずに、私は一つだけに集中します。フォーカスは一つだけです。聖霊が臨まれると、エルサレムから地の果てにまで、イエスの証人になる。まず神の国と義を求めなさい。この福音が全世界に宣べ伝えられてから世の終わりの日が来る。結局、自分の人生にも終わりがあり、この世も終わりがあります。その終わりに向かって突き進んでいく理由はひとつしかありません。世界福音化です。福音宣教です。私がこうだから、ああだから福音宣教とは距離があるということはでたらめです。そういうところから早く抜け出さなければいけません。一切関係ありません。皆さんがイエス・キリストを信じる方であれば、だれ一人として例外なく、この理由のために新しくつくり変えられて召されている方です。それなのになぜここから目を離してしまうのかというと、ついつい過去の罪や今現在の弱さ、様々な問題、トラブルなどに捕らわれて自分を見失うからです。自分自身を見失ってしまうからです。そうする必要がありません。何があったのでしょうか。何があるのでしょうか。これから何があるのでしょうか。一切関係ありません。私は神の子どもです。主がともにおられます。私は祝福のものです。神のもうすでに愛されているものです。それを邪魔するような内容は、実は存在しないのに、私たちがついついたくさん抱えているのです。自分を見失うような材料を、自分でいっぱい作るのです。そういうことを全部削除して捨てましょう。もう一度言います。過ちがあるのでしょうか。弱さがあるのでしょうか。大変なことをしでかしたのでしょうか。それが大きい、小さいと計っていらっしゃるのでしょうか。はっきりと申し上げます。関係ありません。イエス・キリストによって、そのすべてが許されました。私は新しく作り変えられました。私は幸いな者です。私は神の神殿と呼ばれる者です。だから、気にせず、捕らわれず、一つに視線を固定しましょう。目を離さないようにしましょう。絶対的な理由、終末論的な人生、福音宣教、それが理由です。クリスチャンであればどこに住んでいるのか、どこの民族なのか、どんな仕事、職業なのか、一切関係なく、絶対的な理由はひとつしかありません。このキリストの福音しか希望がないので、キリストの福音が私たちを通して宣べ伝えられることです。ですから、皆さんのことを一切他の要素と関係なく、マタイ5：13-14には、世の塩、世の光と呼んでいらっしゃいます。そのように呼ばれるにふさわしい何かを備えているからではありません。キリストのゆえに。他の理由は一切関係ありません。大変なミスを犯したにもかかわらず、あなたは世の光、世の塩と呼ばれていることを忘れてはいけません。そこから目を離してはいけません。たとえ自分が弱さのゆえに今倒れたとしても、そこでも私は世の光、世の塩、伝道者だ、イエスの証人として生きるという理由は変わらないので、そこから目を離してはいけません。絶対に。
これは聖書を一緒に開いて読みたいと思います。ヘブル12：1-5です。「こういうわけで、このように多くの証人たちが、雲のように私たちを取り巻いているのですから、私たちも、いっさいの重荷とまつわりつく罪とを捨てて、私たちの前に置かれている競走を忍耐をもって走り続けようではありませんか。信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい。イエスは、ご自分の前に置かれた喜びのゆえに、はずかしめをものともせずに十字架を忍び、神の御座の右に着座されました」。どういう話なのでしょうか。何ものにも捕らわれずに、正しくキリストを見て、約束を見て、人生の絶対的な理由、そこに目を留めようという話です。それから目を離させるような、邪魔するようなものがあってはいけません。あるということは、私たちが目を離して不信仰になっただけであって、実際は存在しません。今日申し上げたのは、皆さんの罪もそこから目を離させるような理由にはならないのです。ここが信仰です。使徒1：14にあるように、その理由にしっかり目を留めることによって祈りに専念する。そのための祈りに専念すること、これをあきらめてはいけません。そして、これはクリスチャン全員、だれにでも許されている祝福です。使徒2：3-4を見ると、五旬節の日におのおの、ひとりひとりに聖霊が臨まれました。誰かに、特別なエリヤにではなく、イエス・キリストを信じる者であれば、だれでもこの祝福の主人公であることを覚えていてください。
つまり、今日皆さんにお話ししたかったことはこの話です。クリスチャンであれば、イエス・キリストを信じる人であれば、どんな理由があろうが、福音宣教という理由から、それを絶対的な理由にして、そこから目を離してはいけません。そこから目を離す理由になるものは、たとえ罪でさえ理由にはなりません。だから、もしもその罪が理由であれば、その罪はそれでさえも許されたというキリストの十字架の約束を握ることです。ぜひここに目を留めて祈りに専念するクリスチャンであることを祈りたいと思います。そうすると、約束します。弱さがあるにもかかわらず、状況がいろいろあるにもかかわらず、必ず神の国が臨まれる祝福を体験するようになるでしょう。それに対して確信と期待と、自信を持ってください。いつも申しあげていることですが、このようにまとめましょう。

それでもキリスト。だからキリスト。結局キリストです。まとめましょうか。どんな状況においても、祝福の告白を奪われないようにしましょう。それから、より積極的に堂々と自分が祝福のものであることを喜びましょう。堂々というのは、何ものにも引っかからずということです。私が祝福のものだということは喜ぶことで、邪魔する理由は実は宇宙に存在しません。私たちの不信仰だけです。キリストから目を離していることによって起きる現象にすぎないものです。ですから、今より積極的に堂々と慈Bンが祝福の存在であることを喜びましょう。それから、この絶対的な理由から目を離さないで、皆さんを通して伝道のわざ、それが祝福です。それが起こることを期待して大胆にそのことを祈りましょう。なぜそうしないのでしょうか。中々、そうだという確信を持って自信がないからです。だから、まずそのために、過去、原罪、未来。すべての罪が実は許されています。そういうことと関係なく、皆さんは幸いな者であるし。皆さんを通して、伝道のわざが行わることになっている契約のためです。そこから目を離してはいけません。自分自身に問いかけてみてください。私は福音宣教という理由から、目を離しているのか。それに目を留めているのか。もしかしてそれが曖昧であればなぜなのか。何が理由なのかということも吟味して勝利しないといけません。
(祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストが一回のいけにえによって、永遠にまっとうされました。この約束を握って、私たちが福音宣教という絶対的な理由から目を離すようにする罪というものを処理することができるようにしてください。どんな罪や弱さ、過ちをも、この祝福を邪魔して、ここから目を離させるような理由にはならないという信仰を持って立ち向かうことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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